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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
複数の画素部をマトリクス状に配した表示部と、データ信号を供給するデータ線駆動回路
と、シフトレジスタのシフト動作に基づいて走査パルスを発生する走査線駆動回路を有し
、該表示部において時分割駆動により画像の表示を行う電流駆動型アクティブマトリクス
表示装置において、
該シフトレジスタからのシフトアウトパルスの出力の有無を検出する走査パルス検出回路
と、前記表示部にデータ信号電流を供給している電源回路からの電流を複数のスイッチン
グ素子で複数系統に分割して前記表示部に供給するように制御する電源制御回路を設け、
該走査パルス検出回路において該シフトアウトパルス無しの検出時に、該電源制御回路を
動作させ該電源回路からの電流を遮断することを特徴とする電流駆動型アクティブマトリ
クス表示装置。
【請求項２】
前記表示部と、走査線駆動回路と、走査パルス検出回路と、電源制御回路を同一基板上に
形成したことを特徴とする請求項１記載の電流駆動型アクティブマトリクス表示装置。
【請求項３】
前記表示部と、走査線駆動回路と、走査パルス検出回路を同一基板上に形成し、前記電源
制御回路を別基板上に設けたことを特徴とする請求項１記載の電流駆動型アクティブマト
リクス表示装置。
【発明の詳細な説明】
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【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、アクティブマトリクス表示装置、特に発光素子としてエレクトロルミネッセン
ト（Electroluminescent :以下ELと記す）などの電流駆動型の発光素子を使用する電流駆
動型アクティブマトリクス表示装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
発光素子としてELを使用した表示装置は、発光素子に流す電流を制御して発光輝度を変化
させる自発発光型の表示装置であり、液晶表示装置のようにバックライトを必要とせず構
造を薄型にし易く、また表示素子の応答特性がよく、視野角依存性も少ない点が注目され
、近年、フラット型表示パネルとしての研究、開発が進み実用化されつつある。
【０００３】
図８（A ）は、発光素子として有機ELを使用した従来の電流駆動型アクティブマトリクス
表示装置の回路構成図、図８（B ）は、図８（A ）における画素部　の詳細図である。図
において、１は表示部、２は画素部、３はデータ線駆動回路、４は走査線駆動回路、５は
電源回路、Q2はEL素子駆動用トランジスタ、Q1は制御用トランジスタ、 Cs はコンデンサ
、OLEDは有機発光ダイオード（Organic Light Emitting Diode）、S1～SNは走査線、D1～
DMはデータ線を示す。次に、図８の回路動作について簡単に説明する。
【０００４】
走査線駆動回路４は、一般にシフトレジスタ等により構成されていてスタートパルスGSI 
により動作開始し、シフトクロックGCLKによりN 段のシフト動作を行う。走査線駆動回路
４は、各段のシフト動作ごとに順次、走査線S1,S2,S3, ・・・SNに走査パルスSCANを送出
して、その走査線に接続されている画素部２の制御用トランジスタQ1を動作させる。走査
線駆動回路４から一本の走査線に走査パルスSCANが送出され、その走査線に接続されてい
る画素部２の制御用トランジスタQ1が動作している間に、データ線駆動回路３から制御用
トランジスタQ1を介してデータ信号電圧DATAがコンデンサ Cs に印加される。このデータ
信号電圧に比例した電流が、電源線VDDAからEL素子駆動用トランジスタQ2を介して有機発
光ダイオードOLEDに流れて発光ダイオードOLEDを発光させる。コンデンサ Cs に印加され
た電圧は１フレームの期間保持される。なお図８において、有機発光ダイオードOLEDに電
流を供給するための電源回路５以外に、走査線駆動回路４やデータ線駆動回路３等を動作
させるための電源も必要であるが省略している。また、スタートパルスGSI やシフトクロ
ックGCLKは、表示装置全体を制御する制御回路（図示省略）から出力される。
【０００５】
このような発光素子として有機ELを使用した従来の電流駆動型アクティブマトリクス表示
装置については、例えば特開２０００－３０５５２２号公報、特開２００１－５４２６号
公報等に記載されている。
図９は、このような表示装置における画素部２の一例を簡単に説明するための概略断面図
を示す。図において、６は陰極（反射層）、７はEL発光層、８は陽極（透明電極）、９は
絶縁層、１０は導体、１１は電極、１２はガラス基板、１３は散乱光を示す。なお、図９
において画素部のコンデンサCsについては省略している。EL発光層７からの光は陰極６の
反射層で反射され陽極８の透明電極を通過し、ガラス基板１２の表面から出射する。光の
一部はガラス基板１２の表面で反射し散乱光１３となる。
【０００６】
近年、薄膜トランジスタの形成技術が進歩し、特にポリシリコンTFT （薄膜トランジスタ
:Thin Film Transistor ）を使うことによりアクティブマトリクス型表示装置において、
表示部と同一基板上に表示部を駆動するための駆動回路を形成することが可能となってい
る。
【０００７】
【特許文献１】
特開２０００－３０５５２２号公報
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【特許文献２】
特開２００１－５４２６号公報
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】
このような有機発光ダイオードOLEDを使用した表示装置は、おなじアクティブマトリクス
でも、液晶表示装置とは異なり、EL発光素子に電流を供給するための電源回路を別に有し
、この電源回路から定常電流が流れるので、映像信号（データ信号）以外の要素でコンデ
ンサ CS の保持電圧変動が起きた場合でも電流変動が生じてしまう。図８の回路における
制御用トランジスタQ1において、制御用トランジスタQ1がオフの時（動作してない時）に
リーク電流（漏れ電流）があると、コンデンサ CS の保持電圧が変動する。この変動は画
素部２の通常のフレーム周期程度の時間では問題ないが、なんらかの原因で走査線駆動回
路４からの走査パルスが停止してしまうとコンデンサ CS の保持電圧は更新されなくなり
、制御用トランジスタQ1のリーク電流のためコンデンサ CS の保持電圧は変動する。図８
の回路において、保持電圧がグランド（アース）方向に変動するとEL素子駆動用トランジ
スタQ2を介して有機発光ダイオードOLEDに流れる電流が増加する方向に変化し、有機発光
ダイオードOLEDの輝度が増して明るくなる。有機発光ダイオードOLEDが明るくなると、図
９に示す構造からも明らかのように、制御トランジスタQ1に当たる散乱光１３も増加する
。制御用トランジスタQ1のリーク電流は光が当たると増加するので、コンデンサ CS の保
持電圧は、さらに有機発光ダイオードOLEDの電流が増加する方向に変動する。そしてつい
には耐えられる限界の電流を超えてしまい、EL素子駆動用トランジスタQ2や有機発光ダイ
オードOLEDの断線・短絡などの永久破壊が発生するという問題がある。前記特許文献の特
開２０００－３０５５２２号公報には電源投入時に、回路に不適当な電圧が印加され、回
路部分が破壊されることを防止する発明が記載されている。しかし走査パルスが停止した
場合の回路破壊に対する防止策について前記２件の特許文献には何ら記載ない。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
上記課題を解決するため、本発明の一観点によれば、複数の画素部をマトリクス状に配し
た表示部と、データ信号を供給するデータ線駆動回路と、走査パルスを発生する走査線駆
動回路を有し、この表示部において時分割駆動により画像の表示を行う電流駆動型アクテ
ィブマトリクス表示装置において、走査線駆動回路からの走査パルス出力の有無を検出す
る走査パルス検出回路と、表示部にデータ信号電流を供給している電源回路からの電流を
制御する電源制御回路を設け、走査パルス検出回路において走査パルス無しの検出時に、
電源制御回路を動作させ電源回路からの電流を遮断することを特徴とする。
【００１０】
本発明は、このような構成にすることにより、ELなどの電流駆動型の発光素子を使用する
電流駆動型アクティブマトリクス表示装置において、走査線駆動回路からの走査パルスが
停止しても、これを検出して表示部へ供給する電流を遮断するので、EL素子駆動用トラン
ジスタやEL発光素子の断線・短絡などの永久破壊の発生を防止することができる。
【００１１】
【発明の実施の形態】
図１は、本発明の実施例による電流駆動型アクティブマトリクス表示装置の回路構成図、
図２は、本発明の実施例による走査パルス検出回路図、図３は、本発明の実施例による走
査パルス検出回路の動作タイムチャート、図４は、本発明の第１の実施例による電源制御
回路図、図５は、本発明の第２の実施例による電源制御回路図を示す。
【００１２】
本発明の実施例による電流駆動型アクティブマトリクス表示装置の回路構成は、図１に示
すように、従来の表示装置の構成に比べ走査パルス検出回路１４および電源制御回路１５
が追加されている。走査パルス検出回路１４は図２に示すようにD 型フリップフロップ（
DFF ）回路により構成されている。走査パルス検出回路１４の回路動作は図３の動作タイ
ムチャートに示すように、シフトアウトパルスGSO の立ち上がりによりシフトアウトパル
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ス保持信号GSOHLDがセットされ、スタートパルスGSI によりシフトアウトパルス保持信号
GSOHLDがリセットされる。そしてシフトアウトパルス保持信号GSOHLDがオンの状態のとき
に、スタートパルスGSI の立ち上がりにより電源制御信号PowCNTがオンになる。走査線駆
動回路４に供給されているシフトクロックGCLKが停止すると、走査線駆動回路４内のシフ
トレジスタからのシフトアウトパルスGSO が出力されなくなり、シフトアウトパルス保持
信号GSOHLDがセットされず次のスタートパルスGSI の立ち上がりで電源制御信号PowCNTを
オフにする。
【００１３】
なお、シフトアウトパルスGSO は、N 段のシフトレジスタにおいてN ＋1 番目のシフトク
ロックにより出力される信号である。また、パワーオンリセット信号PonRSTは、走査パル
ス検出回路１４を初期状態にリセットする信号であり、表示装置全体を制御する制御回路
（図示省略）から出力される。
電源制御回路１５は、図４に示すようにインバータINおよびP チャンネルのMOS 型スイッ
チングトランジスタQ3から構成されている。走査パルス検出回路１４から電源制御信号Po
wCNTオンの信号を受けて、トランジスタQ3がオンとなり、電源回路５から各画素部２に電
源線VDDAを介して電源を供給する。走査線駆動回路４に供給されているシフトクロックGC
LKが停止すると、電源制御信号PowCNTがオフとなり電源制御回路１５のトランジスタQ3を
オフにして、電源回路５から表示部１の各画素部２に供給している電流を遮断する。従っ
て、画素部２の制御用トランジスタQ1のリーク電流のためコンデンサ CS の保持電圧がグ
ランド側に変動したとしても、EL素子駆動用トランジスタQ2を介して有機発光ダイオード
OLEDに電流が流れないので、これら素子の破壊は起こらない。
【００１４】
図５は、電源制御回路１５の第２の実施例であり、２個のスイッチングトランジスタQ31 
およびスイッチングトランジスタQ32 を設けて、電源回路５からの電流を２系統（VDDA1 
およびVDDA2 ）に分けて画素部２に電流を供給する。このように構成することにより各ス
イッチングトランジスタQ31 ないしスイッチングトランジスタQ32 が取り扱う電流が小さ
くなり、例えばポリシリコンTFT で構成することが可能となる。なお、図５に示す電源制
御回路１５の場合、２個のスイッチングトランジスタQ31 およびスイッチングトランジス
タQ32 を設けた例であるが、スイッチングトランジスタの個数を増やして、さらに多系統
に分けて電源回路５からの電流を供給するようにしてもよい。
【００１５】
図６は、本発明の実施例による電流駆動型アクティブマトリクス表示装置の表示パネルの
平面図であって、同一表示基板１６上にポリシリコンTFT 技術を使用して表示部１、走査
線駆動回路４、走査パルス検出回路１４、電源制御回路１５を形成する。表示部１に流れ
る電流が大きい場合であっても図５に示す電源制御回路を使用して多系統に分けて電流供
給することにより各スイッチングトランジスタをポリシリコンTFT で構成でき、電源制御
回路１５を同一表示基板１６上に形成できる。
【００１６】
図７は、本発明の他の実施例による電流駆動型アクティブマトリクス表示装置の表示パネ
ルの平面図であって、同一表示基板１６上にポリシリコンTFT 技術を使用して表示部１、
走査線駆動回路４、走査パルス検出回路１４を形成する。電源制御回路は電源部等が搭載
されている図示されてない別基板（プリント基板）１７に設ける。この場合、電源制御回
路１５はプリント基板に搭載するのでスイッチングトランジスタとして単結晶トランジス
タが使用でき、小さいスイッチング抵抗で、かつ大きな電流の制御ができる。
【００１７】
なお、電源制御回路１５のスイッチングトランジスタの代わりにリレー等の機械的なスイ
ッチング素子を使用すれば、さらに小さいスイッチング抵抗で、かつ大きな電流の制御が
できる。
図６または図７の実施例に対して、さらにデータ線駆動回路を同一表示基板１６上に形成
してもよい。
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図６および図７の実施例によると、走査線駆動回路４に直接関連する走査パルス検出回路
１４や電源制御回路１５を走査線駆動回路４と同一表示基板１６上に形成するので、これ
ら回路間の信号線を半田づけ接続やコネクタ接続する必要なく、表示装置の製造が容易で
ある。
【００１９】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明によれば、ELなどの電流駆動型の発光素子を使用する電流駆
動型アクティブマトリクス表示装置において、走査線駆動回路からの走査パルス出力の有
無を検出し、走査パルス無しを検出した時に、電源回路からの電流を遮断するようにした
ので、走査線駆動回路からの走査パルスが停止しても、EL素子駆動用トランジスタやEL発
光素子の断線・短絡などの永久破壊の発生を防止することができる効果がある。また、新
たな回路追加にもかかわらず製造が容易である。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の実施例による電流駆動型アクティブマトリクス表示装置の回路構成図
。
【図２】　本発明の実施例による走査パルス検出回路図。
【図３】　本発明の実施例による走査パルス検出回路の動作タイムチャート。
【図４】　本発明の第１の実施例による電源制御回路図。
【図５】　本発明の第２の実施例による電源制御回路図。
【図６】　本発明の実施例による電流駆動型アクティブマトリクス表示装置の表示パネル
の平面図。
【図７】　本発明の他の実施例による電流駆動型アクティブマトリクス表示装置の表示パ
ネルの平面図。
【図８】　従来の電流駆動型アクティブマトリクス表示装置の回路構成図。
【図９】　電流駆動型アクティブマトリクス表示装置の画素部の概略断面図。
【符号の説明】
１　　　表示部
２　　　画素部
３　　　データ線駆動回路
４　　　走査線駆動回路
５　　　電源回路
６　　　陰極（反射層）
７　　　EL発光層
８　　　陽極（透明電極）
９　　　絶縁層
１０　　導体
１１　　電極
１２　　ガラス基板
１３　　散乱光
１４　　走査パルス検出回路
１５　　電源制御回路
１６　　表示基板
１７　　別基板
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